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語

過去にとらわれず
柔軟な発想で仕事の幅を拡張

当社は間もなく創業90年を迎えま
すが、決して平坦な道のりではなく、
2002年には民事再生手続きを申し立
て、財政面での立て直しを図り、信
用不安の中、苦しみながら新たな道
を模索してきた経験もあります。お
よそ10年間で自力再生することがで
きましたが、そのプロセスで、過去
の実績にとらわれすぎずにあらゆる
方向へ可能性を伸ばすことの大切さ
を学びました。従来は官公庁関連の
建設工事が多かったのですが、B to 
C分野にも積極的に取り組み、住宅
やリフォームを数多く手がけた結
果、それまで持ち得なかったノウハ
ウを蓄積することもできました。

仕事の幅が広がっていく中、率先
して取り組むべき課題として焦点を
当てたのが工場建設です。工場建設
は、業種や業態、さらに建築部材の
仕様もまちまちなので、いわばオー
ダーメイドの世界。しかし、業種の
カテゴリーなどによって共通する仕
様は必ず存在するので、ある程度標
準化できれば工期の短縮やコスト削
減につなげられる、そこにビジネス
チャンスもあると考えました。組織
横断的なチームでアイディアを出し
合いながら、最終的には数種類の建
物サイズを基準にしたプライスリス
トを作成、このプライスリストとア
ピールポイントをA4サイズの厚紙
に印刷し、そのままDMで全国へ発
送したのです。DMを使用するのは
建設業界では稀だと思いますが、A4

サイズのインパクト、定価にすると
いう分かりやすさが目を引き、新規
の問い合わせ件数が増加。工場建設
は徐々に軌道に乗っていきました。

3Kから3Cへ工場の概念を変えた
Factoria（ファクトリア）

そのような時に東日本大震災が起
きました。被災した工場の再建を担
当させていただくうちに「工場は再
建できてもなかなか人が集まらな
い」というお客様の嘆きを目の当た
りにしました。では「人が集まる工
場」にするために何が必要なのか。
私たちはお客様にリサーチをしなが
ら、ペルソナを設定し、多面的に工
場の設計を考えていきました。
こうして誕生したのが、工場建設
トータルサービスブランド「ファク
トリア（Factoria）」です。ファクトリ
アのテーマは、3K（キツイ・汚い・危
険）を脱し、3C（Cool・Comfortable・
Communication）へ転換することで、
働く人のモチベーションアップにつ
なげ、そして業績アップにつながる
工場を造ることです。設備や動線を
安全で機能的にすることはもちろ
ん、明るく快適な、働きたくなる工
場をトータルで考えます。休憩室や
パウダールームの機能やデザインに
気を配り、女性にも優しい工場、さ
らには工場のデザインだけではな
く、ユニフォームや製品パッケージ
のデザインまで提案させていただき
ます。製造機械を入れる“ハコ”を作
るのではなく、ブランディングの発
想で唯一無二の魅力的な“ファクト
リー”を作るのです。インテリアコー
ディネーターやデザイナーをうまく
機能させ、工場全体の空間をデザイ
ンしていきます。　
ファクトリアの考えに賛同してく
ださるお客様も増え、被災地に水産
加工工場を持つお客様からは「ファ
クトリアにしてから採用が順調に進
んでいる、画期的なことだ」という
声もいただきました。私たちにとっ
ても挑戦の連続でしたが、そのコン
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株式会社タカヤ
●所在地：
  〒020-8588
   岩手県盛岡市本宮5丁目5番5号
　TEL. 019-659-2811（代）
●https://takaya-net.jp/
　https://factoria.jp/
●創業：1930（昭和5）年　
●設立：1954（昭和29）年
●資本金：4億8500万円
●売上高：160億9,400万円（2018年）
●従業員数：241名（2019年1月現在）

Company   Profile

社長に就任してから読書量が増えたという望
月社長。この2冊は目から鱗が落ちるように
新たな視点、新たな発想力を鍛えてくれるそ
うで、そのワクワク感はビジネスを進めてい
く上でも有意義だと語ります。

おスゝ メ本

『100円のコーラを1000円で売る方法』
永井孝尚 著 中経出版
『ドイツのコンパクトシティはなぜ成功するのか』
村上敦 著 学芸出版社

100円のコーラを
1000円で売る方法
永井孝尚 著

ドイツの
コンパクトシティは
なぜ成功するのか
村上敦 著

セプトと建設実績が評価され、ファ
クトリアは2017年度にそのビジネス
モデルでグッドデザイン賞を受賞し
ました。
ファクトリアは当社の持ち味をう

まく生かしたサービスであり、今後
も需要の増加を見込んでいます。
2019年7月にはファクトリア事業部
を東京支店に移転し、より機動力を
高めながら全国展開をはかっていき
ます。

実直なDNAを継ぎながら
変化に適応できる体質を育てる

企業が存続するためには利益をあ
げなくてはいけませんが、当社には
まず「法令・工期の遵守、適正な品質
の維持が全てに優先する」という品
質方針があります。創業以来受け継
がれてきた当社の精神的支柱とも言
えるもので、品質に万全を期すため、
現在も施工本部長を務める副社長が
現場に赴き、一件一件、進捗状況と
品質の確認を行います。その上で、
不備があった場合は土台から作り直
すことも厭いません。
さらに私自身が肝に命じているの

は「企業は社会の公器である」とい
うこと。世の中に貢献できてこそ、
会社の存在意義があります。ですか
ら、当社で有望な人材を育て、その
後に転職して他社で活躍したとして
も、それは社会にとって有益なこと
だと考えています。
これらは決して単なる理想主義で

はありません。現代は非連続的な変
化が加速して起こる時代です。予測
できない変化が起きた時には柔軟な
発想と多様な価値観を生かすことが
大切ですが、その際に自身の中に核
となるべき判断基準がなければ、信
念を持って施策を実行することはで
きません。その核となる判断基準が、
品質方針であったり、社会の公器だ
という信条だったりするのです。
品質へのこだわりを次世代へ引き

継ぎ、変化に適応できる体質を強化
するために、まずは人を育てること

に集中したいと考えています。若い
世代への権限委譲もその１つ。
例えば、35歳～45歳の中堅リー

ダー十数名への研修では、創業100
周年の2030年には世の中がどう変
わっているのか、その中で建設業は
どうなっているか、タカヤはどうあ
るべきか、そしてそのためには今何
をすべきか、などをバックキャス
ティングで議論します。役員は一切
タッチせず、外部のコンサルタント
がアシストしながら企画を組み上げ
ています。また、若手スタッフが中
心となり、会社説明会、インターン
対応、新入社員の研修など採用業務
を行う「すご採プロジェクト」も特
徴ある取り組みです。
社員一人ひとりが自ら動く、自ら

考える、そうした習慣を身につける
ことで、会社全体が筋肉質のたくま
しい体質に改善していくのではない
かと思っています。

まちをデザインする
目指すはTAKAYAタウン

「2、3歩先行く建設会社」というの
が当社のキャッチフレーズですが、
これには世間ではなかなか認知され
ないような先走ったことを敢えて
やっていこう、という気概が込めら
れています。私自身、書類の決裁な
どはモバイルで行いながら、あちこ
ちでお客様と情報交換し、他社とひ
と味違ったサービスの糸口を考え出
したいと常に動き回っています。
その一環で、2019年6月には静岡

県掛川市にある株式会社川島組との
業務資本提携を行いました。川島組
も当社同様創業90年近い歴史を持つ
企業で、公共事業から民間住宅まで
幅広い施工実績を持っています。関
東から愛知県にいたる地域は日本で
も有数の工業地帯です。この地域で
ファクトリアを展開するにあたり、
川島組は大きな力を発揮してくれる
と確信しています。
今後日本では人口が減少し、過疎

化も進んでいくと予想されます。買

い物難民や過疎地域医療は今日でも
大きな課題ですが、これが加速して
いった時、まちづくりは新たな局面
を迎えるのではないかと思います。
この解決策の１つとして、徒歩圏内
に医療施設や店舗、教育機関が揃う
という「コンパクトシティ」の構想
があります。当社は土木・建築から、
住宅・リノベーション、不動産事業
まで展開しており、１つのまちづく
りに必要なノウハウすべてを網羅し
ていると自負しており、いずれはま
ちのデザインに挑戦し未来を先取り
した「TAKAYAタウン」を作り上
げたいという大望を抱いています。
先代から受け取った大切なビジネ
スのDNAをより活性化させ、確実
に次の世代へ橋渡しすることが社長
としての最も大切な役割。夢と目標
を沸き立たせるような社内風土づく
りをこれからも推し進めていきます。
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